
 

     

 

 

                                               

 

 

 
    
 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

妙高市立斐太北小学校 
令和７年４月２８日 
TEL 0255-72-2629 

 

 

春風に乗せて～出会いとはじまり～ 

新潟県で一番最初に人が住んだ場所…その上に今、自分が立っている  

斐太県民休養地 竪穴式住居跡の前にて 6年「みらい学習」より 

春のやわらかな光に包まれながら、斐太北小の新年度がはじまりました。この春から校長として

赴任いたしました三田村尚子です。桜が舞う校庭で元気に遊ぶ子どもたちの姿に、日々元気をも

らいながら新年度をスタートしています。 

 着任して間もなく、「本校がユネスコスクールに登録された」という知らせが届きました。世界とつ

ながる学びの仲間入りをしたことは、本当に喜ばしいことです。でも、それは何か新しいことを始め

たからではなく、これまでこの学校が地域とともに築いてきた、子どもたちの学びの積み重ねが評

価された結果だと思っています。 

 斐太北小の子どもたちは、地域の自然や歴史を学ぶ「みらい学習」の中で、たくさんの“ふるさと

の魅力”に出会っています。 

 たとえば… 

● 斐太県民休養地の竪穴式住居跡――新潟県で最初に人が住んだと言われる貴重な場所。 

● 大和時代の前方後円墳――大昔の人の思いが今も土地に残っています。 

● 戦国時代の御館の乱――上杉景虎が命を落とした、歴史の転換点。 

 こうした場所を自分たちの足で歩き、地域の方に話を聞きながら学んでいく中で、子どもたちは

こんなことを言ってくれました。 

 「この場所は昔の人も大事にしていたんだから、ぼくたちも守りたい。」 

 「ごみが落ちていたのを見て、何かできないかってみんなで考えたんです。」 

 小さな一歩かもしれませんが、自分たちで考えて、行動にうつす力をしっかり育んでいるのを感じ

ています。 

 

 今年度は、そうした一人ひとりの思いをより豊かに育てていくために、「妙高型イエナプラン教

育」の考え方も少しずつ取り入れていく予定です。斐太北小学校の特性ともよく合い、「一人ひと

りが尊重され、学び合いのある学級・学校」をつくるうえで大きなヒントになると思います。異なる

学年の子どもたちが協力しながら学ぶことで、思いやりや対話力も育まれていく…そんな学びの

姿を、これから子どもと教職員と一緒に探っていきます。 

 子どもたちのすぐそばに、地域の自然や人のぬくもりがある。そんな斐太北小学校ならではの強

みを、これからも大切にしていきたいと思っています。 創立 150 周年記念の 1 年間です。皆さん

と一緒にお祝いする楽しい企画を考えています。本年度もどうぞよろしくお願いいたします 
 



５月の行事予定

 1日（木） 家庭確認（～２日）
 9日（金） 色覚検査４年生（希望者）
 13日（火） 避難訓練（火災）
 14日（水） 尿検査（一次） 児童朝会
 15日（木） 心臓検診１，４年生
 16日（金） フレンドミッションオリエンテーション
 23日（金） 創立150周年記念フレンドミッション
  （予備日：6/4）
 29日（木） プール清掃（予備日：30日）耳鼻科検診
 30日（金） 尿検査（二次）

文化財少年団結団式 絵本贈呈式

PTA春の環境整備作業を行いました

4月19日（土）、多くの保護者様にお集
まりいただき、作業を行いました。
ネット設置や田畑への肥料入れなどをし

ていただき、子どもたちの学習環境が整い
ました。ありがとうございました。

ゴールデンウイークの過ごし方

いよいよゴールデンウィークが始まりま
す。有意義に過ごしていただきたいです。
万が一、事故や病気などにあった場合は、

妙高市役所（代表72-5111）へご連絡くだ
さい。

https://myoko.schoolweb.ne.jp/15020002

斐太北小のHPを
リニューアルしました

学校が発行したたよりや各種申請書類な
どを掲載しています。今後は、子どもたち
の活動の様子などを紹介していきます。
ぜひ、ご覧ください。

４月16日（金）文化財少年団結団式が行われました。斐太史跡保存会の会長 髙橋 昇様より、
文化財少年団の成り立ちについてお話をしていただきました。斐太地区は、二千年間もつながる
歴史や水田、人の生活の場でもある里山等の自然に恵まれています。それらを活用して、子ども
たちの力をはぐくむ「みらい学習」を、今年度も当校では行っていきます。
結団式の中で、妙高市教育委員会が発刊した「遺跡と伝説でたどる 斐太歴史の里の二千年」

という絵本を20冊贈呈していただきました。塚田 賢教育長様より代表児童に絵本を手渡して
いただきました。この絵本を活用して、子どもたちが斐太の理解をさらに深め、郷土愛が高まる
ような「みらい学習」を行っていきます。学校の図書室にありますので、学校へお越しいただき、
手に取ってご覧ください。なお、斐太県民休養地で定価1,500円で販売しているとのことです。
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